水道直結型スプリンクラー設備設置・維持における確認書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（届出者控）
　水道直結型スプリンクラー設置及び維持に当たり、円滑な運用を図るため下記事項について確認する。

　　①　水道直結型スプリンクラー設備の設計は、消防法令に規定された消防設備士の指導の下に指定給水装置工事事業者が施工すること。　また、事前に設置予定地を管轄する消防署と綿密な協議をすること。

　　②　防火管理者等に対し、水道直結型スプリンクラー設備の維持管理上の必要事項及び連絡先を見やすいところに表示すること。
　　　　＊表示内容　　　ａ）水道が断水のとき、配水管の水圧が低下したときは正常な効果が得られないこと。

　　　　　　　　　　　　ｂ）水栓からの通水状態に留意し、異常があった場合は設置工事した者に連絡すること。　また、速やかに必要な措置を講じること。
　　　　　　　　　　　　ｃ）その他維持管理上必要な事項。
　　　　　　　　　　　　ｄ）緊急連絡先（設置工事業者・水道事業者・管轄消防署）

　　③　水道工事や災害、その他正当な理由によって、断水や水圧低下により水道直結型スプリンクラ
ー設備の性能が十分発揮されない状況が生じても水道事業者はこの全ての責任を負わない。　ま
た、設置者及び防火管理者等は給水が停止した場合の対応について計画すること。

　　④　水道直結型スプリンクラー設備が設置された家屋、部屋等を賃貸する場合には、③のような条件が付いていることを借家人等に熟知させること。

　　⑤　水道直結型スプリンクラー設備の所有者を変更するときは、③及び④の事項について譲受人に熟知させること。

　　⑥　水道直結型スプリンクラー設備の火災時以外における作動及び、火災時の水道事業者にその責を求めることのできない非作動の係る影響に関する責任は、水道事業者は全て負わない。

　　⑦　水道直結型スプリンクラー設備は消防法令適合品を使用するとともに、給水装置の構造及び材質の基準に適合する構造であること。
山梨市水道事業管理者　山梨市長　宛
　　　　上記確認書について確認したことを認めます。

　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　　㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県山梨市
水道直結型スプリンクラー設備設置・維持における確認書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山梨市届出用）

　水道直結型スプリンクラー設置及び維持に当たり、円滑な運用を図るため下記事項について確認する。

　　①　水道直結型スプリンクラー設備の設計は、消防法令に規定された消防設備士の指導の下に指定給水装置工事事業者が施工すること。　また、事前に設置予定地を管轄する消防署と綿密な協議をすること。

　　②　防火管理者等に対し、水道直結型スプリンクラー設備の維持管理上の必要事項及び連絡先を見やすいところに表示すること。

　　　　＊表示内容　　　ａ）水道が断水のとき、配水管の水圧が低下したときは正常な効果が得られないこと。

　　　　　　　　　　　　ｂ）水栓からの通水状態に留意し、異常があった場合は設置工事した者に連絡すること。　また、速やかに必要な措置を講じること。

　　　　　　　　　　　　ｃ）その他維持管理上必要な事項。

　　　　　　　　　　　　ｄ）緊急連絡先（設置工事業者・水道事業者・管轄消防署）

　　③　水道工事や災害、その他正当な理由によって、断水や水圧低下により水道直結型スプリンクラ

ー設備の性能が十分発揮されない状況が生じても水道事業者はこの全ての責任を負わない。　ま

た、設置者及び防火管理者等は給水が停止した場合の対応について計画すること。

　　④　水道直結型スプリンクラー設備が設置された家屋、部屋等を賃貸する場合には、③のような条件が付いていることを借家人等に熟知させること。

　　⑤　水道直結型スプリンクラー設備の所有者を変更するときは、③及び④の事項について譲受人に熟知させること。

　　⑥　水道直結型スプリンクラー設備の火災時以外における作動及び、火災時の水道事業者にその責を求めることのできない非作動の係る影響に関する責任は、水道事業者は全て負わない。

　　⑦　水道直結型スプリンクラー設備は消防法令適合品を使用するとともに、給水装置の構造及び材質の基準に適合する構造であること。
山梨市水道事業管理者　山梨市長　宛

　　　　上記確認書について確認したことを認めます。

　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　　㊞　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山梨県山梨市
